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4 土 壊養分及び軟弱野菜の内容成分に及ぼす蕪気散水処理の影響

ねらいと成果

環境にやさしく、安全、安夕し、な農産物を生産する
ために、美剤を使用しない上壌消毒技術の権立、普
及が強く望まれている。ここでは、蒸気散水による
土壌消毒 (前ページ参照)力や、処理後の上壌や栽培
した軟弱野葉 (コマツチ)の 内容成分に及ほす影響
について、従来法である蒸気消毒と比較して検討じ
た。

その結果、蒸気散水処理では作土中の養分量が減
少するものの、栽培したコマツチの内容成分は、蒸
気消毒に比べ、マンガン (M■)含 有率が低くなり、
微量要素の栄養障害であるM■週利症のリスクを軽

減できることを明らかにした。

内 容

(1)上壌養分への影響
土壌への熱消毒の影響を詳細にみるために、主壌

PHを70(古 土石灰)と 55(硫 貴輩)に 調整した。
上壊消毒処理 1か 月後の作上の養分量 (作土深
30cm)は 、上壌のpHに関わらず、蒸気散水処理区
が終気消毒区より低下した。これは、散水処理によ

り、養分が流出したためと考えられる。また、処理
前土壊pHの彰響は、消号方法に関係なく、PH7 0主
張の方がPH5 5土壊より可給態リン駿 (P20nや 交

換性塩基などが高くなった。このことは、消毒後
の上壊養分の可給性が上壊PHに 影響されることを

示している (表1)。

(2)野 業の内容成分への彰響
土壊消毒後に栽培 したコマツチの内容成分は、

上壊養分の結果と異なり、微量要素に大差がみら
れた。蒸気散水処理区で鉄 (Fe)、蒸気消毒区では

Mn含 有率が高 くなった。また、M■においては

PH5 5土壌でさらに高濃度となった、その影響は、
MD過葬〕障害として現れ、蒸気消毒区の,H55ilrtで
多く発生した。一方、ネ気散水処理区ではMn過 剰
障害の発現は比較的少なかった (表2、 図 1.2)。

以上のことから、蒸気散水処理による土壊消毒
は、lt来の蒸気消毒と比べて、Mnが 吸収されやす
い低PH土壊条件下でもMn過 剰障害を軽減できる。
一方、消費者から望まれている野菜のミネラル分
であるFe含有率の増加という付加価値も期待でき
る。

今後の方針

現地で栽培されている他の野菜についても検Hl
し、安心、安全な士壌消毒技術の普及に役立てる。

小河 甲 (環境部)
(問い合わせ先 電 話 :079047-勢20)
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表1 ■ 壌条件 処 理の追いによる土壊消毒 1か 月後の作上の化学性 (作土深30om 土 性CL(灰 色低地土))

表2 土 壊条件 処 理の違いによる土壊消毒後のコマツナの養分合有率 (乾物重当たり)
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索気散水区
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蒸気消毒区
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